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サポートケニア 

第一次支援活動報告書 
 

はじめに 
 2007年 12月にケニアで大統領選を発端とした暴動がおき、国内が一時混乱に陥りました。現在は暴動も収まり、

状態は安定に向かっています。しかし暴動が原因で家や財産を失った人々、精神的にケアの必要な人々が多くおり、

ケニアは国家再建に向けて多くの難題に直面しています。 

 私たちサポートケニア委員会はそのような被害者の方々に少しでも安息、喜びを届けるために 2 月より活動を開

始し、今年度 3 月に行われた｢世界青年の船｣事業既参加青年東京連絡会議に来日するケニア事後活動組織代表アン

ソニー･オローチ氏(SWY10)に活動支援金、支援物資を手渡すことを活動の第一目標とし、活動をしてきました。 

その活動内容をここにご報告いたします。 

 

 

1. 活動支援金・支援物資 
第一次支援としてまず、ケニア事後活動組織で行われる活動の支援のため、支援金･支援物資を募りました。 

 
(1) 支援金 

2008年 3月 12日に「世界青年の船」事業のメーリングリストを通じて行った募金のお願いにより、同月 20

日までに 38名の方々より総額 15万 2200円の支援金が寄せられました。 

 

(2) 支援物資 

メールでの呼びかけに対し、支援金以外にも支援物資の提供がありました。詳細は以下の通り。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(3) その他ファ ンドレージング活動 

2008年 3月 17日から 20日まで、4日間に渡り行われた｢世界青年の船｣事業既参加青年東京連絡会議の中で

｢サポートケニア｣の活動が紹介され、会議最終日である 3月 20日に「世界青年の船」事業の既参加青年も参

加する、フェアウェル・ランチ・パーティーに於いて、さらに支援金を募ることとなりました。 

当日は、会議代表者が各国から持参した土産を持ち寄り、販売もしくはオークションにかけることで募金を

 品物 数量 

1 
アルコールウェットティッ

シュ 
4箱 

2 絆創膏 100枚×5箱 

3 綿棒 4箱 

4 生理用品 
小 24枚×24パッ
ク 

5 生理用品 大 24枚×3パック 

6 ガーゼ 4枚 

7 タオル 4枚 
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募ると同時に、会場に募金箱も設置しました。 

会議代表者からは各国の伝統工芸品や菓子、ユニークな商品などが 30種類、延べ 200点が販売用、または

オークション用に寄付されました。（商品詳細は添付資料をご覧ください） 

   
(当日は多くの来場者、そして近くを通った一般の方々が募金やオークションに参加しました。) 

 

物品の販売、オークションを通し 47,400円の支援金が、また、設置されていた募金箱にも 6,733円の寄付が集ま

り、合計で 54,133円の支援金が集まりました。 

 

(1)の支援金と(3)の募金活動による収益をあわせ、合計で 20万 6333円の支援金が集まりました。これを米ドルに

換金し、3月 20日に総額 2,000米ドル（為替レート 1ドル＝103.15円）と(2)の支援物資をケニア事後活動組織代表ア

ンソニー･オローチ氏に手渡しました。 

 

 
アンソニー氏（中央）とサポートケニア実行委員メンバー 




